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頂点での矢状頼路にたてた垂線とが交差する点を Retroportion point (以下R.P. と記す)と定めた。
ついで，頼路の相違による影響をなくすため，左右両矢状頼路角を全被験者の平均である 40度に較正
して，上記のそれぞれの点を座標変換した。そして正常者，左側疹痛者，右側疹痛者の各グループに




















しやすかったが，一方 R.P. の位置が左側で頼頭球に近く， R.P.と最後退位接触点との距離が右側で
大であるため，右側に偏位しやすい。それらの相互作用により，右側疹痛者は左側疹痛者よりも偏位
量は小さかった。左側疹痛者では， R.P. と最後退位接触点との距離の左右相関性が低く， またこの
距離と R.P. の位置との相関回帰係数に左右差がある事とにより，下顎の偏位の分散は右側疹痛者に
比べて大きかった。これは，号民軍動に制約がなく顎位が不安定で、ある事を意味している。それに対し
て右側疹痛者では， R.P. と最後退位接触点とぬ距離と R.P.の相関回帰直線の左右側がほぼ同一であ
る事とにより，下顎の偏住の分散性は 3 者中で最も小さかった。これは，号民軍動が制約をうけている
事を意味している。
これを要するに，左側疹痛者では，下顎が無秩序に左側に偏位しやすく殴合が不安定である事，及
び右側疹痛者では，左側に偏位しやすいが，下顎の後方への運動に制約がある事が考えられ，これら
後方峻合域における岐合の異常性が，顎関節症の成り立ちと関連している事が示唆された。
論文の審査結果の要旨
本研究は，従来解明されていなかった，顎関節症患者の後方岐合域における岐合の異常性を知るこ
とを目的として，下顎後退位付近での峻合小面における矢状断面像を幾何学的に分析し，あわせて，
。ム??
下顎後退位での各種下顎位について分析し検討したものである。
その結果，下顎最後退位接触点の位置ならびにその部位における岐合小面の傾斜に左右差があり，
左側疹痛者では，下顎が無秩序に左側に偏位しやすく岐合が不安定で、ある事，及び右側疹痛者では，
左側に偏位し易いが，下顎の後方への運動に制約がある事がはじめて明らかになった。さらに，これ
ら後方岐合域における峻合の異常性が，顎関節症の成り立ちと関連していることが示唆された。
これらのことは，顎関節症の原因を解明する上で極めて重要な知見であり，本症の診断，治療を推
進するための手掛りを与えた臨床上重要な知見であって，本研究は価値ある業績であると認める。よ
って本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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